
Sep/2019ユニコミ
NPO法⼈ユニークユニバース

Vol.3

理事⻑ 益⼭ゆき

私がなぜUNICOを⽴ち上げようと思ったのか。原点に返ってお伝えします。

それは、これまでに私が出会った⼦どもたちが、「⾃分の好きなように表現したい」という強い思いを伝えてくれていることと、
⼦どもには障害があるとかないとかそういうことは関係なく、⼦どもはみな⼀様に「のびしろしかない⼦ども」だと、⼦どもの⼒は
すごいのだと、私に知らせてくれていたからです。

だから私は、次のように３つの柱を⽴てています。

まず、⾳楽療法によって、⼦どもたちの中にある、⾃ら気づいて考え決断する⼒を引き出し、個々の⾃信を培い、それぞれの表現⽅法を
獲得できるように、⼤切に育みます。
そして次に、⾳楽活動、アトリエ創作活動、ダンスなどの表現活動によって、⼦どもたちの表現したいという強い思いを、外に向かって
放ちます。
そして、障害のあるなしに関係ないユニバーサルな⾳楽イベント「UNiFES」を開催します。UNiFESは、⼤きく地域ごと⼀気にまるっと
変えてしまうほどの⼒のある「祭り」です。
UNiFESに参加された⽅々は、お気づきかもしれませんが、ここでの主⼈公は「⼦どもたち」でした。UNICOに通う⼦どもたちが、先頭
切ってステージに上がり、⾃分の思うままの表現をし、場を創り上げていました。その姿を⾒たUNICOに通っていない⼦どもたちが、
「あんな⾵にしてもいいのね」と、続々と⾃由に表現をし始め、それを⾒た⼤⼈たちもいろんな縛りから解放され、安⼼したはずです。
あれが「⼦どもの⼒」なのです。

⼤⼈は、⼦どもを勘違いしているところがあるかもしれません。
⼦どもたちを⼤⼈が守らなくてはならないと思うあまり、今実際に⽬の前にある⼦どもの姿を⾒ずに、⼤⼈の幻想の中の⼦どもを想定
している場合が多々あるように思います。

⼦どもは、本当にそんなに「か弱い」のでしょうか？
⼦どもは、本当に「⼤⼈以下」なのでしょうか？

いいえ。⼦どもたちは、⼤⼈をはるかに超えるパワーや能⼒を持っています。
だって⼦どもたちには、のびしろしかないのです。それは障害のあるなしには関係ないのです。
⼦どもに制限を与える前に、ほんのちょっと考えてみてください。
それは、本当にこの⼦のため？
それはもしかしたら、⼤⼈である私の体裁を保つためではない？
その基準、⼤⼈の幻想ではない？

⼦どもは、紆余曲折しながら、螺旋のように、20年余りかけて⼤⼈になります。いきなり⼀直線に私たちのような⼤⼈になるわけでは
ありません。
だから、安⼼して表現ができて、それをたくさん褒められて、安⼼して失敗ができて、失敗から何度でも学べる場所と、理解と愛と包容⼒
のある⼤⼈が必要です。
のびしろしかない⼦どもの⼒を、⼤⼈が阻まないように、私たち⼤⼈も、⼦どもたちに刺激されながら、⾃分を⾒つめ、⾃分を育てて
いかなくてはならない時代になってきたと、私は感じています。



UNiFES2019、⼤盛況でした！！
5⽉12⽇（⽇）UNiFES2019開催しました。

来場者数332名。ライブ配信視聴者数52名。出演アーティスト4組27名、スタッフ34名、
ボランティア19名、森のホール21スタッフ8名、クラウドファンディング協⼒者数116名、
寄付者5名。計593名の⼒が合わさった FESとなりました。

⼦どもも⼤⼈もアーティストもスタッフも、みんなみんな⾳楽を真っ直ぐに感じて表現していて、
笑顔が�れ愛で満ちていました。⾃分なりの距離感で、⾃分なりの感じ⽅で、⾃分なりの楽しみ
⽅で、最⾼のひとときを過ごしていたと思います。

ステージに上がってダンスを踊ったり、アーティストと⼀緒になってマイクで歌ったり、夢中で太⿎を叩いたり、
そうかと思えばアーティストの⽬の前に体育座りをしてじっと聴いていたり。そんな様々な表現があって、
アーティストのパフォーマンスも更に展開していく。素晴らしく感動的でした。

たくさんの⽅のご協⼒と応援、皆さまの⼒が最⾼のUNiFESを創り上げたのだと思っています。
本当にありがとうございました。

そして、なんと！来年。UNiFES2020開催予定です。引き続き、お⼒添えいただきますよう、お願い申し上げます。

UNiFES実⾏委員 草野望帆



[ステージデコ] ⼤島エレク総業
[ロビーデコ] コンティオ
[UNICOアトリエグッズ制作] 関⼝千恵、和⽥紀⼦、Con*tio
[ライブ配信] 友清直樹、PT-OT-ST.NET
[カメラ] ⽯塚奈津、関根芳幸
[ビデオ] 藤原⼤輔
[実⾏委員⻑]益⼭ゆき
[実⾏委員] 加藤さくら、草野望帆、佐藤理恵、篠原由莉⼦、⽥村⼀樹、橋本瑞穂

UNiFES2019
⽇時：2019年5⽉12⽇（⽇）
場所：松⼾森のホール21
[出演]
SOCIALWORKEEERZ/アガイガウガ
サカノウエヨースケ&SPIRAL SPIDERS
Groove Connect
中村佳穂BAND
[MC] 後藤晴紀
[舞台監督] 益⼭ゆき、⼩⽤浩史
[⾳響] ⼩⽤浩史、Good Time、岡直⼈
[照明] 光増萌

UNiFES2020開催決定！！
2020年6⽉14⽇(⽇)@松⼾森のホール
詳細はHPにて公開していく予定です。

モジユニコ。
ＵＮＩＣＯのアトリエに通う上沢くんと⻑岡さんが描いた絵を元に
コンティオさんがデザイン。そして、お⼦様がＵＮＩＣＯに通われ
ている和⽥さん、アトリエスタッフの関⼝が縫製。京都⽼舗織物会社
の川島織物さんからは、反物をご寄付いただきました。
モジユニコは、たくさんの⽅のご協⼒のもと素敵に仕上がり、
クラウドファンディングのリターンとして、また、UNiFES当⽇も
数量限定で販売いたしました。
現在も販売中です、詳しくはHPをご覧ください。

※ご本⼈、ご家族の了承のもと、お名前等を掲載しております

↓中村佳穂BAND ↑SOCIALWORKEEERZ/アガイガウガ



NPO法⼈ユニークユニバースの活動趣旨に賛同してくださる⽅、
サポーターとして会員になっていただけませんか？

・正会員
総会で議決権を持つ会員。 ⼊会⾦¥10,000 年会費¥12,000

・賛助会員
活動を会費で賛助する会員。⼊会⾦なし 年会費(個⼈)¥3,000/1⼝、年会費(団体)¥10,000/1⼝

☆特典☆
正会員、賛助会員共にニュースレターの送付、UNiFES含む弊社主催のイベント、講座などの割引。

お申込みはメールで承ります。ご⽒名、ご住所、正会員または賛助会員どちらかをお知らせください。
info@uniunico.com 件名に「会員申込」とご⼊⼒お願いします。

※どちらも会員期限は1⽉〜12⽉です

振込先
・ゆうちょ銀⾏からの送⾦
⼝座記号番号：00210-3-88564
⼝座名称：トクヒ)ユニークユニバース (NPO法⼈ユニークユニバース)
・ゆうちょ以外からの送⾦
店番〇⼆九(ゼロ⼆キュウ)店(029) 当座0088564

正会員、賛助会員募集

スタッフ
UNICO管理者 益⼭ゆき
UNICO児童発達管理責任者 藤原⼤輔
・⾳楽療法部⾨
村島知⼦ 草野望帆 ⼭⼝潤⼦ 宇都宮京⼦

・アート部⾨
コンティオ(杉千種、⼭⼝⾥佳)野々上聡⼈ ⼯藤緑 関⼝千恵
・ドラムサークル部⾨ ・ダンス、ヨガ部⾨ ・GIM部⾨
野⽥憲⼀ ⽟内集⼦ 吉原奈美

・イベント部⾨ 橋本瑞穂 ・事務、経理 ⻄⼭⼀美
●NPO法⼈ユニークユニバース理事
理事⻑：益⼭ゆき
理事：猪狩裕史 ⾦光朋⼦ 松⽥敬治 柳町博 監事：加藤さくら

☆現在のUNICO利⽤者⼈数
94名(2019年9⽉現在)

机や椅⼦を配置して、サインペン、クレヨン、⾊鉛筆、カラー⽔彩ペン、絵の具にパステル、折り紙にモール、
粘⼟、マスキングテープ、紙を⽤意していると、⼀番乗りさんがやってきました。紙と好きな画材を選んで、早速！（ほんとに早速！）
さぁ、アトリエの時間がはじまります。
アトリエユニコでの⼦ども達のやりとりは、黙々と。この前の続きをコツコツと。語り合いながら。スタッフと会話の様に筆を⾛らせたり。
と様々です。そうして出来上がっていく作品はマスキングテープで壁に貼ります。貼っても貼らなくても、持ち帰っても、
もちろんいいのですが、壁に飾って「これどう？」「いいねー。」と話したり、じっくりと⾃分の絵を鑑賞する時間が⽣まれ、
⻩⾊いアトリエの壁はたくさんの作品で埋まってきました。
そしてアトリエスタッフである画家の野々上さん（ののさん）の静かな佇まいと、反するような流れる⽔の様に早々と出来上がっていく絵は
アトリエ中に空気と共に沁み伝わっていきます。そして⼦ども達、スタッフそれぞれの空気と混ざり合って全体を優しく包んでいる様な感覚
が確かにあるのです。
ここはね、どんな⾃分も出していい。ヤな時とか、うまくいかない時もあるけど、そういう⾃分でもいいよ。って感じがするんだよ。
と、ある⼥の⼦が伝えてくれました。（こんな⾵に素直に⾔葉で伝えられることにも感動です。）
アトリエユニコが⾃由で、創造的な空気に包まれているのは、⼦ども達が、今を認め、⾃分の居場所として⾃信をもてる空間になっている
からかもしれません。
アトリエユニコの⽇々はこれからも続きます。 UNICOアトリエクラス 毎⽉第1・第3⽕曜16:00〜18:00

⽂章：関⼝千恵アトリエからのお便り


